
7月26日 9時30分から13時まで地下研修ホールで、ふれあい看護体験を開催しました。

夏休み中にもかかわらず、県内8校から高校3年生18名の参加がありました。

今年は体験内容を増やし、臨地実習指導者とともに準備を行い、それぞれの体験コーナーを

回ってもらいました。

2024年度ふれあい看護体験

採血シミュレーター 衛生的手洗い

妊婦体験 おむつ交換

ユニフォームに着替えて記念撮影



マキシマルバリアプリコーション

とろみ水を作ってみよう

ベッドメイキング NICU見学

血圧測定

輸液ポンプのセット



参加の動機は、看護師・助産師志望、パンフレットを見て興味を持った、自分が生まれた

病院だからという声がありました。グループごとの意見交換会では、「沐浴の見学は感動

した。」「院内オリエンテーションで働いている職員の姿を見学できた。」「輸液セットや

採血シミュレーターでの体験、ベッドメイキングが印象に残った。」「妊婦体験は重い、

大変だと思った。」などの感想が聞かれました。そして、高校生からの質問に臨地実習指導

者が答え終了しました。

解散前にはユニフォーム姿の写真撮影が始まり、楽しんでもらえたことを嬉しく思います。

院内オリエンテーション 意見交換会

またいつか、
お会いできる
日を楽しみに
しています。


